
令和５年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

 
１ 実践校名 遠野市立綾織小学校 

 
２ 実 践 名 

自分の生活を見直して、体力アップを目指そう！ 
～業間運動･生活リズムチェックを通して～ 

 
３ 実施対象者 全校児童４９名 

 
４ 目 標  

･運動好きを育てるとともに、業間運動等を通して、児童が自ら体力向上を図ることが
できるようにする。 
･生活リズムチェックから自分の生活を見直し、長期休業に向けて生活習慣の改善に取
り組むことができるようにする。 

 
５ 実践内容 実践内容 

該当する 

推薦基準 

○体育指導担当と養護助教諭での打合せと職員間での共通理解＆日常実
践を用いた体力向上、生活習慣改善の取組【資料①】 ア 

○綾織１周マラソン（４月～１０月）、なわとびチャレンジ（１１月～２月）
を通した運動習慣の形成【資料②、③】 

イ 
ウ 

○生活リズムチェック（７月、１２月）を通した児童と保護者への生活習
慣改善への働きかけ【資料④、⑤】 ウ 

 
６ 成 果 

 成果として２つ挙げられる。 
１つ目は「運動習慣の形成」である。毎週火曜日は全校マラソン（４月～10月）、全校

なわとび（11月～２月）の日とし、運動習慣の形成を図った。子どもたちは火曜日以外
にも自主的に校庭を走ったり、なわとび運動を行ったりする様子が見られるようになっ
た。マラソンでは「綾織１周カード」、なわとびでは「なわとびチャレンジカード」を配
付し、自分の頑張りを可視化できるようにした。マラソンカード綾織１周達成で表彰を
行ったり、なわとびでは自分が進んだ「級」ごとに認定書を渡したりするなど、ゴール
を設定することで、意欲を継続させることができた。また、令和５年度岩手県体力・運
動能力等調査 児童質問紙調査において、「体育の授業が楽しい」「体育の授業では十分
体を動かしている」の質問に肯定的な回答をしている児童が全校で 100％であった。こ
れらのことから、運動習慣の形成については、取組の成果を見ることができる。 
運動習慣が身についたことにより、今年度の体力テストにおいて、男子ソフトボール

投げでは全学年が全国比を上回ることができた。さらに女子反復横跳び、立ち幅跳びの
記録も５つの学年で全国比を上回ることができた。 
 成果の２つ目は、「生活習慣の見直し」である。長期休業に入る前に生活リズムチェッ
クを行うことで、長期休業中の規則正しい生活を意識する機会を作ることができた。子
どもたちだけでなく、家庭への啓発も兼ねて行っているので、親子で生活習慣を見直す
機会になっていると感じている。冬休みの取組はこれから実施のため、夏休みよりも良
い生活習慣になるよう、呼びかけを丁寧に行っていきたい。 
業間運動、生活リズムチェック共に、学校独自のカードを用いて取組を行っているた

め、新たな準備をすることなく、継続的に行うことができていることから、今後、さら
なる効果が期待できる。 

 
７ 課 題 

 運動面では、個に応じた課題設定を行っていきたい。マラソンでは１日の目標を設
定して走ったり、なわとびでは「何分以上」と目標を決めて跳んだりするなど、運動
の楽しさと共に、達成感を感じながら取り組みができるよう、児童に適したゴールを
決めるなど、柔軟に対応していくことが必要である。 
 生活リズムチェックの結果から、ゲーム･ネットを夜遅くまでしてしまい、早寝早起
きができず、その結果朝食をしっかり食べることができない児童が一定数いることが
分かった。生活習慣が乱れている児童が肥満傾向である割合も高いため、運動面だけ
でなく、「食生活」「生活習慣」の両面からのアプローチも必要であると考える。今後
も継続的に保健指導や保健便りを用いて児童だけでなく、家庭にも声を掛けていきた
い。 

 
８ 今後の予定 

 令和５年12月４日（月）～８日（金）までの１週間、２回目の生活リズムチェックを
行う。併せて 60 プラスチャレンジカードを用いた「いきいきチャレンジ」の取組、運
動習慣の見直しに取り組む。 
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